
 

 

                                                                                                                        

 

 

 

 

 
講座へはどなたでも参加ができます。 ご友人や近隣の方とお誘いあって、お申込みください。 

  

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

大人の学校  2017 年 10 月 15 日発行 

 

※裏面もごらんください。 

９月 20 日（火） 
10 時 30 分～12 時 30 分 

 

 

 

和みのヨーガは、自分自身の身体に意識を向けて感覚

を味わいながら、身体と心をゆるめます。日本古来の手

当法『心身予防自然治癒整体法』に基づき、無理のな

いゆるやかな動きなので、どなたでも無理なく体験でき

ます。肩や首のこり、腰の痛みにお悩みの方も、この機

会にぜひお試しください。【定員 15 名】 

■場所：生活クラブ生協会議室 さいたま市南区別所 

5-1-11（JR 埼京線「中浦和」徒歩 3分） 

■講師：長原真由美さん（和みのヨーガインストラクター） 

■参加費：1,200 円 

■持ち物：バスタオル、飲み物（水）、五本指の靴下着

用または素足、動きやすい服装で参加してください。  

和みのヨーガ 体験講座        

心と体のバランスを 

取り戻そう 

11 月 21日（火） 午前 9時 45分集合 

ＪＲ武蔵野線「新秋津」駅 改札出たところ 
国立ハンセン病資料館でのガイダンスと語り部の方のビデオ鑑

賞後、全生園を散策、園内の食堂の看板メニューの「釜飯」で

お昼、午後は展示資料を見学します。 

【定員 15 名】 

■案内人：吉田文枝（大人の学校スタッフ） 

■参加費：2,500 円  

 ※昼食代、保険料含む 

■持ち物：飲み物、帽子  

歩きやすい服装でご参加ください。 

●11 月 27 日（月） （仮）無理なく楽しくすっきり掃除 

●11 月 29 日（水）  肌にやさしいタオル帽子作り 

●12 月 2 日（土）   （仮）おせちを冬の定番料理に 

●12 月 4 日（月） 銀座日本橋ツアー 

 

11 月 14日 （火） 午後 1時 30分～4時 

長年のアトピーに悩まされていた講師が、アーユルヴェーダの

現実的で科学的な考えにひかれ、インドをたびたび訪れながら

体得したさまざまな極意を学びます。健康な頭皮 

と毛髪に効果のあるヘッドマッサージの体験や 

ヘナのお話もあります。【定員 12 名】 

■場 所：生活クラブ生協本部 

      （JR 埼京線「中浦和」徒歩 3 分） 

■講 師：島はるみさん（ヘアーアーティスト。日本アーユルヴェー

ダスクール認定ライフスタイルアドバイザー） 

■参加費：2,000 円   ■持ち物：肩にかけるタオル 1 枚 

 

11 月 8 日（水） 午前 10 時集合 東武スカイツリー

線「越谷」駅の改札を出たところ 
かつて日光街道の宿場町として栄えた越谷宿。実はいま、空店

舗をオシャレに改装したカフェや蔵の利活用など、若者によるま

ちづくりで盛り上がっています。【定員 15 名】 

【当日の予定（変更あり）】越谷駅～越ケ谷中央商店街～越谷

市役所～八幡神社～羊毛の店～日光街道～昼食～蔵屋敷 

■案内人：越谷市民ネットワーク 

（「黙っていてはまちは変わらない！」と考えた市民に

よって20年前にできた団体。 

■参加費：3,000 円  

※ガイド料、保険料・昼食代含む 

11 月 25日 （土） 午後 2時～4時   
■場 所：生活クラブ生協本部 

（JR 埼京線 「中浦和」 徒歩 3 分） 

■話し手：平塚今朝人さん 

（所沢市在住。退職後、図書館活動に関わり、所沢

市民学芸員となる。学芸員の資格を修得。市政や市

議会などに関心を持ち活動中） 

■参加費：500 円（資料やお茶代）  

あるとき EXCEL の有用性に気づき、生活の中の様々な表作り

を行い家事や市民活動に役立ているお話を伺います。 

 

 

 

 

協賛：市民セクター政策機構 

 

11 月 10 日（金）午後 2時～3時 45 分 

会 場：所沢市民文化センター ミューズ・キューブホール（小ホール） 

    西武新宿線「航空公園」駅東口より徒歩 10 分／バス 3分 
参加費：1000 円 ※事前にお申し込みください 定 員：200 名 

いまの時代は、同じ世代の中にあっても貧困が見えにくくなっていると言わ

れます。子どもの貧困、若者の貧困、女性の貧困、高齢者の貧困をなくし、

分断された社会をつないでいくためには、まず国の社会保障について知るこ

とが必要です。埼玉県内で、生活困窮状態にある人たちの相談や支援を行っ

ている藤田さんのお話を伺い、新たな未来に向けて一緒に考えましょう。 

 

さいたま 

寺子屋サロン 

大人の学校のホームページ

では、これから開催する講

座の内容や過去の講座の様

子を掲載していますので、

ぜひご覧ください♪ 

 



生活クラブ生協の会場案内図 

 

 

     

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大人の学校  2017 年 11 月号 

 

突然衆議院が解散され、私たち有権者は政権選択を迫ら

れることになった。安倍政権は、選挙で経済や暮らしに重

点を置く政策を挙げながら、その後は特定秘密保護法や安

全保障関連法、共謀罪法などを数の力で押し切って成立さ

せてきた。次は憲法９条の改正だ。 

お問い合わせ先   

NPO 法人 大人の学校 
 
336-0021 さいたま市南区別所 5-1-11  

電話/ファックス 048-866-9466 

メール otonano-gakkou@cure.ocn.ne.jp  
 

http://www.otonanogakkou.org/ 

 

◆大人の学校スタッフのつぶやき◆ 

お電話の場合は平日の 10 時～16 時、それ以外の

日時や不在の場合は留守電にご用件を録音してく

ださい。折り返しご連絡いたします。 

大人の学校は、被災地を応援しています。岩手県陸前高田

市立図書館の本を充実させるための寄付を継続して行って

います。被災地を忘れず、つながり続けるための取り組みと

して継続しています。 

賛同いただける方は、 

生活クラブ本部１階談話室内の 

大人の学校事務所まで本をお持ち下さい。 

 

取扱いできないもの…ISBN のない本、百科事典、

個人出版本、マンガ、一般雑誌など。 

古いものや汚れているものも NG です。 

よろしくおねがいします。 

 

被災地を忘れない！ 

1 冊の本がつなぐ応援の輪 

 

 

もしもの場合に備えて  

女性のための相続講座 
2017年 8月 22日開催 

元気なうちに備えておく老い支度に関する講座は、い

つも関心が高いです。今回の講座では、「相続手続き」と

「遺言書の書き方」について、具体的な事例を挙げて丁

寧に解説していただきました。 

日頃行政書士として活動している講師の松島さんよ

り、実際の事例から注意すべきこともお話していただき、

受講者はうなずいたりメモしたり質問したりと熱心に参

加されていました。 

特に皆さんが参考になったことは、遺言書を残すこと

の重要性や、もしもの際のノートを家族と話し合って準

備しておくことの大切さだったことが、アンケート回答

でよくわかりました。 

今後も老い支度の講座は続けていく予定です。今回参

加できなかった方も、ぜひご参加くださいね！ 

 
熱気むんむんの 

当日の会場→ 
小森監督（左から 2 人目）と大人の学校スタッフ 

午後の回の会場内の様子 

心配は尽きない。が、各党のこれまでと公

約をよくよく検討し、選択しなければならな

い。政治は私たちの生活に直結しているのだ

から。 

ちなみに、デンマークでは投票率が 

80%以上だとか…。      （福寿草） 

 

      

  

 

これまで大人の学校が応援してきた陸前高田市の図書館が、大型ショッピングモール『あばっせ』と併設

の形で、7 月末に開館しました。「暮らしに寄り添う図書館」として、「訪れるだけで安らぎ、一人ひとりの

豊かな日常を取り戻すお手伝いをするとともに、郷土の歴史を守り、伝え、陸前高田の宝物になるよう努力

してまいります」というオープン記念の際の市長の言葉どおりのすてきな建物になっています。 

内部は天井が高く明るい造りで、床材や柱などは地元や県内産の杉やひのきの木材を使用、木の香りが漂

います。小さな子どもたちがゆっくり本に親しめるスペースや、東日

本大震災の資料コーナーがあり、また東京都立中央図書館で丁寧に修

復された貴重な被災本なども展示されています。 

市内の中心地として、人が集い楽しみにぎやかさを取り戻す第一歩

が始まったばかり。ぜひ機会があったら陸前高田の図書館を訪れてみ

てくださいね。 

 

 

 

 

 

8月1日以降のご寄付は、図書購入費用として使っていただけ

るとのことです。大人の学校は、今後も応援を続けていきます。 

mailto:otonano-gakkou@cure.ocn.ne.jp

